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(■ )バ ス ケ ッ ト ボ ー ル を

キ旨導 す る う ぇ _で の F賓 点  (原 則 )

●子供達に自らが自分のディフェンスをい■整:型l」」:星:三:2_■ _二:量:塑:量:堕:壁:金、あるいはチームとして

得点を重ねていく、二_2成塾!型lは:』i盤画董璽数多土経験:(知識ではなく体感)させることでありそれ

を丑螢同士lま Lと より_、 指遵壺望整望豊差盛していくことである。

●フォーメーション等、型・ルールのみを追及したりあるいは子供達に押しつけるのではなく、ま

ずボールを持ったらゴールを狙い、何とか自分のディフェンスを出し抜いてシュー トを決めてくる、

つまり1 対 1にお る政防 駆 け引き、面 さを教えることが大切であり、その中で子供達自身がの

お亘上」豊:塁]日ittl⊥
`塗
ヱ[ヨ:二∠]∠:=L主墨 [=う』[豊さ皇することが大切である。

その為にも基礎抜壺止退塾奎墾塗二と正確にできるよう指導し、何故こうするのか何んの為にプレー

するのか (創造性→予測→攻撃性)と いうことも含めて初期2壁階で身L2け させることが重要で

ある。

●子供達の技術の向上は必ずしも練習時間に比例はしない。練習方法や目的が不明確であると練習

け ればするほど技術も精神状態も低下することもしばしばある。チームとしての目標や個々の選手

のテニマを明確にし、生∬墜ユコ∠壼の量亘睦」壁:型:当≧量」巨よ型油翌盤皇二L理:盤してもらい、共i臣の

認識 (コ ミュニケーション)を持って練習するのが効果的である。特に、ミニにおいてはバスケッ

トボールを経験した保護者にチーム運営を積極的に応援してもらうのも一つの方法である。

●又練習のやり方として、一般的には回数を消化する方法が多いと思うが、体力運動は別にして特

にポールハンドリング等の基礎技術の習得においてはある一定の時間の中、何回できたかといった

時間の概金を練習に取り入れるのも効果的である。

●さらに試合中指導者がよく子供達のプレーした結果のみを見て、特にミスしたプレー時に著しい

が、ベンチから立ち上がり、大声で叱っている光景を見ることがある。指導者が選手に対して叱る

ことは否定しないが、未だ未熟な子供達に対して生塁旦 左
=整
L主≦L、三窒2∠ヒ

=■
と宝う立上_堕L動

機を見2奎担豊することが必要な時もある。

●指導者は、あくまでも子供達 (選手\ 01,'-tV,rS*であり良き協力者である。そして、常に親という

位置にあることも忘れてはならず、親止上≦望:整 :旦E:LL:画董_二胆:識重:壺ヒ:型〔董:日1塁菫!二」塾れ、いかに選手

が気持ちよくプレーし、かつ集中できるか、あらゆる環境を整えるべく努力をすべきである。
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●そういう意味も含めて、これからのチーム運営にあたっては、壺釜壼■ヨ≦型塑聖≧盛堂をもって運

営に当たることが重要なテーマであり、その為には、スタッフ側もより充実させ、全鋒 _生理雄

化させていくところに大きな発展が望まれる。様々な立場から違った観点で、より多く_の日で子螢達

生重墾■昼ュュ放塾二2生埜劃ゴK型_が急務でもある。

(2)良 い 1習慣
―
で バ ス ケ ッ lヽ カミで き る よ う

キ旨理事 し
‐
て い く

●バスケットボールはハビットゲームといわれている。日々の練習でいかに無駄な動き悪い癖や習

慣を排除し皇上〕聖墜塾L二〔二!量菫1理型」Ш生査童登かということが重要である。

そしてボールを持ったらとにかくゴーと二向かって行く、思い切って立ュ
=上
して行生意識と_初歩

の立ち墾L垂供 L_挫たせることも大切である。

●子供達は経験がなく知識も無いが故に、ともすれば自分の一番やりやすい方法でプレーをしてし

まう。バスケットボールに慣れる初期の段階では多少いたしかたない面はあるが、出来るだけ早い

時期に自然体で、特に基礎技術、基本プレーにおいては正しく指導し、さらにはチニムΩ史での自

分2役割を認識させていくことが子供達の将来に大きな影響を与えるものである。

●そして、通常の練習はボールを中心とし プレー (直接攻撃) を主体的に取り上げ組み立てる傾

向になりがちであるが、バスケットボールは当然ながら、 5人の攻撃者にボールは 1つである。そ

の為、ボールを持たない選手のプレー (間接攻撃)に着日し、それをチームプレーとして指導をす

ることも重要であり、又習慣化することが、チームの総合カアップヘの早道ともなる。

●目まぐるしく展開するプレーの中で、常に塗菫生:劉:型!五
`墜

:■室_∠重:翌:菫聖!壁i星!堕と広≦ュ_」墜:2i■型が

できなければならない。その為には常時顔を上げ全」:整:董:堕2!主!≧∠ヒ
=立
∠≧壺:ヨ:髪:望:奎!童:塾要であり、

さらに視野のない所を補うためにも的確な情報を声で味方に伝達できなければならない。塁ること、

声重:堡えぅこと週|二∠主1生122上旦:L:ヱ 1墜二と2≦重:塑:聖|≧1重:匝の一つでもある。
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ては、ただオフェンスにつけばよいのではなく、チャンスがあつたらオフェンスのポ
ールを取る、

あるいはシュー トに行く前にミスをさせる等常に意識させることも重要なことである。アイアニ_∠

」る」璽 1化ュ】2[三z墜∠ 型 2]菫」Lェ旦猛する。

●さらに練習に臨むにあたり、ストレッチ等の準備運動、又クリークダウン等も心身ともの切替え

:すて し、練習以外での体養主主:と 自分の体は 自分で守 るぐらい の を子供の頃か ら植 えつ gに しい

査亜でも保護者を巻き込んで指導することが重要である。

●又、子供達が今はできなくても、JBLや全日本、そしてアメリカ等の試合を見ることを通して

バスケットボール全体のイメージから、常に上級のプレーヘの意識・意欲を高く持たせるイメニジ

トv*=> r'等も積極的に取り入れる必要性もある。具体的に自分のプレーをイメージさせ、良い

選手、良いプレーは理屈なしに真似させることから入る方法等もある。

1●
日々の練習において特に留意しなければならないことは、練習の為の練習に陥りやすいことであ

る。童盤:壺:型1重|■■1匡と:■生:Z:生Z生盤!置1上ヱ:」ヱ:週|=:互:巨:短1塁:生:重墨しなければならない。何故なら

練習時にできたプレーがゲームの時に出来ないというケースの多くはこのことが原因である。スピ

ー ド、緊張感等を最大限ゲーム時に近い状態で常に練習を行う
べきである。

(3)バ Jス.ク~｀ン ト フボ ~ル σD雇面白 さ を「孝女 え る

●子供達にまずは運動すること (体を動かすこと)の楽しさと、特にバスケットボールでは2」三二

上生塗坐五亜旦豊を教える事が一番である。そして技術の失敗、とまどいをしかるのではなく、丁

寧に指導し、うまくできた時には褒めてやり長所をみつめプレー 1つ 1つに自信をもたせるよう指

導することがより効果的である。さらに上手に出来たことに対して指導者が自分のことの様に、孟

盤⊆登諺亘」壁」宣L菫至ヱニ璽
=|し
堕要である。

●練習の中に遊びの要蓋を取り入れながら子供達の個性を尊重し、型に嵌め込まない伸び伸びとし

たバスケットを指向することもポイントで遊びの要素とはある一定のルールに則って、いかに相手

を速く正確にどれだけ数多く出し抜けたかという成功感を競い合うことである。
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●又、瞬時に変わる塾【型:望:基2堕:≧ _ゝ三二上⊇重塑:L上l=2とピ_ンュヱ主、頭も体も瞬間的に対応でき

るよう日々の練習で習慣化することが望まれる。さらにディフェンス (特にマンツーマン)におい



ボールに取り組ませるよう指導し、将X上量の学校でもバス_ケ_ッ_トボールを続けていきたいという

気壁上をミニの時代に子供達に植え込むことも大切である。

●県や国で 1位になることも意義深く、価値あるものであると思うが、ただそれのみに追われるの

ではなく、広くアジz宝世墨上韮l重重
=壁
型堕型盈璽巨2ことができるよう指導すべきである。

そして、他県 。他地域あるいは、海外にも積極的に遠征し、バスケットを通じて見間を広め多くの

人達と触れ合うことが子供達の将来に有意義な体験となる。

(4)勝 利 至 上 主 義 の み は 好 ま し <な い

●試合は子供達にとつて非常に魅力的なものであリハッスルする場でもある。特に全国大会出場の、

その感動は子供はもちろん、保護者を含め指導者にとつても一生の思い出となる。そして、勝って

泣き、負けて泣く、努力した成果をチームメイトや指導者と一緒に体験できることがスポーツの良

さであり、子供達のこれからの人生にとって何物にも替えがたい貴重な経験となるわけである。

●しかし、優ヨ出塾1二立ユ≧こ11」L」旨塵皇置至[丞L止型差」L:L上堂ll:盗1■、_二」芝虹達二週盤塾ヨ雖望菫型墜型Ш墜型

へかりたてたり、また何が何でも勝つとい う考え方のみを子供達に教え込んではいけない。

●手っ取り早く勝つための大人びた戦術のみを追求することにより、基礎的な練習時間が充分にと

れず、選手の促成栽培が行われているとすると子供達の才能をただ浪費することになり、優秀な人

`材を自らの手で潰すことになりかねないとしたなら由々しき問題である。

●技術が中途半端だから戦術も中途半端にしか身に付かず、子供達もただ負けて叱られるだけ、そ

れでは一体何んの為にバスケットをやっているのか疑間になる。指導者自身が原点に帰るべき時に

きているのではないかと思う。ただ単に勝敗のみを強調するのではなく、必要な厳格さと寛大さを

もって広い視野に立って子供達を指導すべきである。
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●特に,直接・間接攻撃いずれの中でも■■ 1」豊とユ生登生Zl■≧堡三二Zl■Zニヱ=登=⊆≧壁 菫LLttZ≧[巳

に相■2逆生ユ至醒型墜を日々実感じ積み重ねていくことが重要である。

加えて、子供達自ら上手になりたい、強くなりたいという気持ちを沸き立たせ意欲的にバスケット



●もちろん競うことは人間を進歩させる大切な要素であるが、いつまでもその勝負にこだわらない

′L望笙と匡二壼望と担豊童旦豊型 生2`室で、子供達にも日々の練習で菫ユ奎と奎上壺虫とユや、プレーを

しながら競うことと楽しむことをパランスさせるよう指導すべきである。

●さらにプレーの結果だけみてうまくできない子供達に体罰のみを加えることは何ら根本的な問題

解決にはならない。その孟塾奎墨型些2≧■L旦」言上ユ型 二塁 ≧≦菫 コ1【二≦_と笙 _1饉匠 と:L工⊆≧

人豊」壺滉題である。

●特に、′`スケットヘの入口であるミニバスケットボールにおいては、このことはさらに強調され

続けなければならない。

普及されねばならない。

「友情・微笑 。フェアプレー は、ミニのみではなく広く

●人間性を否定してまで、勝負を追求すべきではない。その試合に負けることにより全てが否定さ

`さ
れるものでもない。

(5)バ ス ケ ン` ト ボ ~ノ L′ を 通 し て

子 供 の 人 格 を 育 て る

●勝った、負けた事のみにこだわるのではなく、子供達自身の中で努力する心や向上心を植えつけ

させるような指導を指導者として意識的に練習の中に含まなくてはならない。

●チームという集団生活を通して、チームの為!こ何ができるか、その為に少々の自己犠牲を払って

も、:重
==望
≦2蓋量二E=医∠二と主主2ヱニz2Ez__型1_菫上

=」
型の当塾宝、さらにコニ:二坐≦2董董圭重セ|ヒ:=21ヒ豊:塾:2重型宝:

を全員で守る意味や価値観、また■
=坐
_左生墜堡型里墜量並菫ヱエ遂塑団雌、そして量拶二拠螢

':

等も強調すべき点であり、さらにバスッケ トを に受け止める心を養 うことも重要である。

そして盤:墓壺王奎型塵整生垂鐘壁ヒ:菫とムでもある。

●自分の思うようにいかなくても我慢し、忍耐することや、三二と宝立:二主2主_』三≡生ヒニ▲笠Ω

惣」≧L人生Z墨二量」⊇豊上_L2左塑_盤主主生塾Lilである。さらに、試合場、体育館、ロ ツ カ―やシャワー

ルーム等公共施設の使い方、生活の仕方も他人に迷惑をかけない、自己管理の出来る選手になるよ

i =z\X の

う指導していくべきである。
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(6)ミ .二 と L′・て 牛寺 別 Jな ■及 い を

し な い よ う に す る

●バスケットボールの車 大 プレー 〕十十 人ル率 イ上ルか ス′

'、

亦 わ ス ル ン ス け か その為、ヽヤ

大人が考えるパスケットボールをそのまま伝える努力をするべきである。しかし子供の体力、筋力

、感性が成長過程において質や量の面で大人と異なる点が多々あることも現実である。そこで、

限られた時間やコー トで効果的に成果をあげるためにも盟壁塗1二二壼空量量2回医贄血査や速翌壁皿

2笙壺盛 i整勉墜笠墨壷望重壁藝人することが重要となってくる。

●この頃の子供達は筋力・体力に限りがあっても運動神経系の発達は著しく、むしろ大人が考える

以上に優れている点もある。バスケットボールの基礎的な動き (ボディーコントロール,ボールコ

ントロール等)や、俊敏性の体得等の吸収力はすげらしく、特に初期の子供にとつてそのような観

点を中心に段階的に指導することが将来につながることと確信する。

とにかく、ポールとゴー あれば ドリブルやシュー トケ lンた し とヽか、仲間 と一緒にバスケ ッ トを

したい等の気持ちが迫然と沸き立つ選手L萱てることが大切であり、まずバスケット ―ルをプレ

―立五≦ユ塑翌日塾生」画皇上全止」置量2豊全二とが指導上の重要なポイントである。

●ただこの時期に気を付けたいことは、子供達の筋力・骨格がまだ発育途上であり、未成熟なため、

安全で適切な筋カ トレーニングの具体的方法は医学的に言っても無く、持久力、パワーアップとい

った本格的な体力づくりは成長後に取り入れるべきである。

●又、健康面、栄養面も含め充分な注意をはらって欲しいと思う。これは指導者、保護者、プレー

ヤー自身の自己管理を含め重要なポイントである。

(休養・栄養の取り方、取らせ方や練習中の寒暖に対する選手個々の自己管理等も練習のうち)

(~7)キ 旨二専l早雪‐崖ヨ姜贅カミ

濯 に ま`2ゝスノてFは い 4ェ い テゴ ろ う か

●指導者自身の経験 。知識あるいは、大人としての基準において ド ル
`D
難易度等をきめてはいな

いだろうか。難しいかなと思うドリルでも子供達は初めプレーをするのにとまどうが、すぐに消化

吸収してしまい、 lまめてあげると得意になってプレーするものである。
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●新しいことに夢中になって トライするところに、良いバスケットが生まれ発展していくものであ

る。子供が失敗したりうまくできなくても、励まし自信を持たせるよう指導することが大切であり

、できることなら指導者が 1～ 2回でもよいから見本 (正しい例、悪い例)を見せてあげられる程

度の技術を身に付けて欲しい。

●又、特にバスケットを経験された指導者にありがちなこととして、自分が体験した、例えば練習

方法や考え方のみを子供に押しつけることだけはやめなければならない。

●この時期に習得した技術は大人に っても忘れず全てのプレーの基本 となり、正確にマスター して

おくことが将来一層幅の広いプレーヤーに成長していくベースとなるわけで、将来全日本の一員とし

て活躍する選手の能力や技術に大きな影響を与えると言っても過言ではない。

(8)ネ 刀週卜 6DIFttFt彗¬む 健箕売売キ支 夫見貝日』に

あ ま り 縛 ら れ な い よ う に

●決められた基本的な規則には必ず守るよう指導しなければならないが、初めからあまり規制し過

ぎるのではなく、拠期の孟型:達菫:墓」重i登1:L:星墨!堕:墾上:て:∠:上
`二

:≦:整∠:週:=:星」i塵:聖:左:こことが必要で

ある。規則をあまり厳しく適用しすぎて子供達を枠にはめ込んだり子供達がプレーすることを尻込

みしてしまうようなことがあってはならない。

●あくまでも、子供達に規則を尊重することを教えていかなければならないが、罰則を恐れて規則

と豊重立至⊇玉里上≦Lュ_」』重上と宝
=2三
【|:正上

`L主
土菫蔓睦■2LL■121立重=L≧上主主

=2慮
壼ヨ
=菫

二生臣璽:11登ように指

導していかなければならない。

●そして、特にミニ最終学年においては技術、ルールも合わせ一通リマスタ
~していけるよう段階

的に指導していく必要性があり、その為には、子供達同志で審判ができるように工夫すべきである。

●全てのミニバスケットポールの指導者はこのことを心にとめて厳格になりすぎないように子供達

を指導し監督すべきである。
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(9)糸 田か い 所 ま で ,主意 す 桑3

●子供達だけでの練習はさけ、指墓童至量初か堕量後までュ
=卜
の上で細かいところまで種亘二弘

_2必要がある。特に充分なウォーミングアップはケガの予防にもつながるし、ク
ーリングダウンに

も充分時間をとるようにしたい。

●特に練習や試合において個生£望墜主2塑壁嘘zゴ顔色をみる)を ウォーミングアップ時や練習中

にプレーヤー全員に行いプレーヤーの状況をチェックすることも必要である。異常を感じた場合は

本人への確認や本人への練習中止の指示及び医者へ行かせるなど的確な判断が望まれる。  ,

●練習中は皆がお互いに声をかけあって励まし合いながら練習できる雰囲気や、バスケットボール

に集中できる環境作りも重要である。

(lo)ゲ ー
ム .化 の 二I二.夫

●技術的指導を行う時、基礎練習をゲーム化し、グループ別の競争的要素等も取り入れ興味を持た

せながら指導していく工夫が必要である。

●そのゲーム化は試合中に多く繰り返されておこなわれるケースを考慮し、ェ大 L【_、 連続性=発展

性のあるものが望ましい。
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(11)J13オ =)り 【二

●子供達にとって指導者とはバスケットの単なる指導者ではなく、バスケット指導以外の指導者の様

々な行動もみている。従ってバスケット指導のみの指導者としてではなく孟基達に対上て全での基範

と主登上菫壺:と なるよう心掛けるべきである。

●ミニバスケットポールの指導者には、過去にバスケット経験のない方も数多くいらっしゃるが経験

2直豊塾:整i塁::姜i塁
`2全

≧:菫:上上!璽型

`」

:塾

`≧

墜。なぜならバスケット経験のある指導者が自身の経験だけに

こだわり新しい考え方や指導方法を勉強せず従来からの指導に固執すれば指導者としての進歩はない。

逆にバスケット経験がなくてもパスケットの指導書、ビデオでの研究や優秀な指導者達の話や意見等

を拝聴し、とユ皇L主」旨笙幽 :菫[主Zlfi■』型重
=:大
笙 二上:ゝ_」」ヒ2L」盪豆生上 21K_旦2二=些 LIEttE塾望 2Z■全

二上こそ最も大切である。

以上
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